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I know it. 
It's located in Tamazutsumi, Japan 

西脇威夫

1. まえがき

奇妙な表題ですが，これはアフリカかヨーロッパかあるいは南米のとある町で

の，一人の日本人技師とその国の政府要人あるいはエンジニャとの会話の一部です．

二人は仕事の打ち合わせが終わり，よもやま話から話題がたまたま卒業した大学に

なりました．その日本人技師が， "Igraduated from Musashi Institute of Technology." 

と話すと相手は満面に畏敬の念をi張らせ，表題の言葉を彼に返しながら強い握手を

求めてきたのです.50年後に世界の至る所でこのようなことが起こることを私は

期待しています．百歩譲って， 日本の田舎のおばさんが本学を知らなくてもよい。

小さな建設業やコンサルタントの社長が知らなくてもよい．世界中の国々の政府要

人や上級技術者は，等しく本学の卒業生に畏敬の念をもち，本学に憧れをもってい

て欲しいのです．しかしこんな状況が起こりうるのでしょうか？私は起こりうると

確信しています．もちろん来年あるいは 10年後に，そんな事が起こるとは絶対に

ありえないとも固く確信しています．起こるのは 50年後のことです．そのころに

は私はお墓の中にいます．私どころか， 50年後とは，今年入学した学生の一人が

本学の教員に採用され，その人が多分定年退職する頃なのです．

そんな馬鹿馬鹿しい話にはつきあってはおれないとおっしゃる方は，このさき

はお読みにならないで下さい．時間の無駄使いになりますから．武蔵工業大学白書

のように現実を見つめ，将来を真面目に展望しているものとは全く違い，年寄り教

授の“タワゴト"なのです．

2. やはり‘‘玉"をみがきたい

私達の携わっている業務の一つに学生の教育があります．私達は私達の限られ

た能力と時間の中でそれをも含むいくつかの業務を日常こなしているのですが，こ

のときに私達がまず念願｛に置くことのひとつに効率よく物事を処理してゆくという

ことがあります．即ち仕事の効率化あるいは仕事に使うエネルギーのオプティミゼ

イションということでしょう．このような前提をたてて教育業務をみると我々の教

育業務に対するあり方は“教育業務に投入したエネルギーにたいして最大の効果

をうること,,でありましょう．古くから教育あるいは自己研鑽にたいして‘‘玉を

磨<,,という言葉が引き合いに出されます．この言葉はしつかり考えておくべき
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ことと思います．私のように大した能力のない者まなんとしてでも教育成果を挙げ

るという観点から自分勝手といわれても‘‘石-~り‘‘玉.を磨きたいのです．

ある私立大学の学長のお話によりますと，偏 直が 50以下の学生達は殆ど自己

管理能力を持っていないとのことです．限られた能力しか持ち合わせていない私は

自己管理能力のある学生を相手にして私の持っているものを役立てたいと思ってい
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し｀喜喜尺三／信／喜喜長／〗／喜て立／誓：喜冒□三三三誓汀
その中に含まれてくることは当、、、のことで，大学への進学希望者は間違いなく多様

化していると断定してもたいし〗誤りではないと思いまず戦前でもこれだけ多勢
の若者を集まればそれは間違いfく色々な性格や価値観をもっている人たちの集ま

りになっていたに相違ありませ ．兵役義務によって集められた人たちが色々な人

間像を備えた人たちであったことから理解できます．当時日本陸軍の初年兵の数が

どのくらいであったかについては［当時の記録を見れば分かることですが，正確な

数値はいま此処での話にそれほど重要ではないと思います．今200万人の若者が多

様化したといわれていますが，昔でも 200万人集めれば極めて多様な人々の集まり

になったと思います。今の若者が多様化したのではなくて大学へ進学する学生数が

大きくなったので進学希望者が色々な人間像をもつ人の集まりになったにすぎない

と思います.200万人の若者は今も昔も多様な人たちの集まりであるのではないで

しょうか．今，大学進学者が多様｝ヒしたとみるのは彼らの数のちがいによるもので

はなかろうかと私は言いたいのです．今でも昔でもあるテーマを示して 1000人を

集めれば，そのグループのサンプル相互には大して大きな相違は無く，必ずしも多

様化しているグループとは言い難いのではないかと思います．

私の言いたいことにようやく到着しました．武蔵工業大学に入学したい学生 1000

人の集まりは目標が明瞭な人たちの集まりのはずですから多様な人たちの集まりで

はないのです．大学入学定員 69刀人（臨時定員増を含む）が向く方向を 360度と

しますと武蔵工業大学進学という目標をもっている 1000人の向く方向はわずか31

分であり多様な方向を向いてはいないのです．我々が学生を集めるとき多様なと言

う意識をもって学生を集めようと努ヵする必要はないのです，．そうすると却って武

蔵工業大学で学習するのに不適な人を集めてしまう恐れがありそうです. 1000人

の若者の中に，例えがよくないとは思いますが，例えば青物屋をやりたいとか，銀

行員になりたいとか，人材派遣業をやりたいとか，不幸にして日本が自衛権を行使

しなければならなくなった時，命を捨てて日本の人々を外敵から守る人になろうと

している人は巨視的にはいないと思いますし，いたとしてもその人達の希望する教

育を本学は十分行なうことは出来ないと思います．そしてそのような若者達が入学
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すれば，彼等は本学に失望し，駄目な大学というレッテルを貼り付けて去って行く

ことでしょう．

文部省や教育評論家は200万人を対象に発言していますから大学は多様化した若

者に対応しなければならないと言います．それはそれで間違ってはいません．大き

な総合大学あるいは日本の大学全体のことを言っているのですから，まさにそのと

おりです．また数多くの学部を設置しているマンモス大学の学長はそのように考え

ていなければならないと思います．しかし， 1000人を募集する大学にして見れ

ばわずかに31分に分布して極めて多様化していないグループの事を考えればよい

のであって 360度を向いた集め方をすることはとんでもない集め方なのだと思わ

ざるを得ないのです. 3 6 0度の広がりから集めると武蔵工業大学にして見れば

“石"も集めてしまう可能性を含んでいます．私たちは意識して 360度にばら

ついている人間を集めるのではなく， 3 1分にしかばらついていない人達を求める

べきだと思います．

電車の中で後姿を見ただけで武蔵工業大学の学生であることが分かるほど個性

的な学生を集めたらよいのでしょうか．尾山台駅に降り立ったその時にただちに武

蔵工業大学を意識できる特殊なあるいは個性的な学生を集めたらよいのでしょうか．

言い換えれば， 50年後のアクティブな武蔵工業大学像を追い求める 1000人を

集めても現在のさらには未来の社会の要求に応えうる立派な大学として存立できる

のではないでしょうか．

現在，武蔵工業大学が採用している入試制度は受験生の多様化に対応していろ

いろな学生をかき集めようとしているように見えます．ですから‘‘石"も入って

きて高校の補習教育を行わざるを得なくなってしまっているのではないでしょうか．

そして補習教育をしても‘‘石"は‘‘石”です．文部大臣やジャーナリストのよう

な人達の口にする一般論ではなく，毎年1000人を教育する本学としては，大学

では大学らしい教育を行えばよいのであり，高校の補習をしなければ大学が成り立

たないと考えるのは誤りと思います．武蔵工業大学はまさに武蔵工業大学であり他

のどの大学とも違っており，武蔵工業大学らしくなければならないし，多様化した

他の大学とは違っていなければならないのです．武蔵工業大学という名称が重要な

のではなく，武蔵工業大学としての個性をはっきりと持つことが何よりも重要であ

り，それをはっきり持たなければならないのです．武蔵工業大学では31分にのみ

分散している武蔵工業大学としての“玉"のみを集めて立派な現代社会の要望に

応えうる大学として成り立たなければならないし，それは必ず可能と思います．
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4-2 30年計画その2

一授業科目の合格率一

先ほど申し上げた本学の現状は教育成果の酎：価が適切ではないことが一因だと

思います．すなわち評価が廿いのです．他流試 ならば当然斬られているはずなの
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に本学では斬られず， ii 生きているのです．そこで他責試合と同手麟の評

価をする事が必要です．現状が現状だけに一挙にそこへ程度を上げることはよくあ

配慮をしなければいけないかと， 1科目で卒業が延びるのは可哀想だからという理

由が本当に本学の教育のためにあ声いは日本の教育の将来に正しい判断を下してい

ることになっているのでしょうか・l日本の科学技術教育のために学生個人は無視さ

れてもよいと考えているわけではt.<'そのような教員の考え方が本当の教育的配

つVI配噂汀，迩い醗け，俣索を読i丁て答えを見つけることも出来ず卑怯にも“ス

テゼリフ"を此処に残そうとしているのです．

にそれぞれの科目の合格率を無条件に50%

まで引き下げるという評価法を実行したことがあります．細部ではいくつか問題点

はありましたが私は今でもとんでもないことをしたとは思っていません．一部の卒

業生は，卒業後に高くそれを評価していますし，本学再生のためにはそれを強化す

べきであるという意見も聞こえてい土す．再考し，検討しなおしてより良い方向に

向けるべきことと思っています．

7
 



30年計画その2としては次のことを提案します. 5年間を 1スパンとし合格率

を殆ど50%まで引き下げること．そして 5年毎あるいは3年毎の見直しは絶対不

可欠です．学生の意識の変化，学生の質の変化， I外部からの本学の見方の変化など

を実行してきた事と照らし合わせて振り返り，次の 5年に対処しなければならない

と思います．実験，設計，演習，実技，少人数ゼミあるいは受講生がきわめて少な

い場合には無条件に合格率を 50%とすることを一律には実行できない場合もある

と思います．このように難しい問題を沢山含んでいることに対処する場合に私達の

とるべき態度としては，取り組むべき事柄が難しいから止めるのではなく，たとえ

どんなに難しくても，実行したほうが良いのではないかと思われる場合には，それ

を実行に移すことでしょう．なんとか工夫をして評価の客観性と年ごとの少しずつ

のレベルアップをたゆまず図ることが望まれます．

このように合格率を定めて推移した結果として，卒業不可能者数が‘‘その 1"

で申し上げた数よりふえてきても，‘‘その 2"での数値に手心を加える必要はない

と思います．“その 1"で申し上げた毎年4%ずつ卒業できない学生数をふやすと

いうことは，その下界を提案したにすぎないのですから．

勿論，落とすばかりが能ではない，落とさないように教育すべきである，ある

いは落とした後のテイクケアが必要であるといぅご意見があろうことは十分承知し

ています．教育とは相手があってはじめて意味がある行為であると考えています．

しかし相手によっては相手にしなくても良いと思っています．相手とすべき相手を

教育するときには落としてはいけないと思います．私が在校していた頃の海軍兵学

校校長井上成美中将は当時全教官にたいし絶対に落第生をだしてはならないと厳命

されました．それは全生徒は日本中から定められた期間定められた教育を受けて卒

業すれば，直ちに初級海軍将校として社会に通用するはずであるとして選ばれて入

って来たものばかりであるから，不合格者をだすことは教育が悪いことを直ちに意

味するからであると説明されていました．（井上成美，井上成美伝記刊行会）“玉”

を教育する場合に不合格者をだすことは教育が悪い事を意味します．私達も“玉"

を相手にしたときには不合格者を絶対に出さないように努力しなければならないと

思います．

4-3 30年計画その3 ー講義の質一

4-2の具体案を作成し，実行に移った時には，‘‘今後は試験の点数には無関係

に以下に示すように合格率を定める”と学生に示すことです。当然学生の反発が

あることでしょう．今の学生の中には申告しておいて答案に名前を書き，それに加

えてなにかを書きなぐっておけば当然単位の取得は出来るはずと思っており，本学

8'  



はそのような大学であると思って入学してきている学生がいそうであるからです．

彼らをこれから実行しようとしていることについて納得させることが出来ないので

したら本学は今の学生天国で推移せざるを得ないでしょう．学生たちに本学の現状

と教育方針とを，たとえ‘‘団交"になろうとも説明し納得させることが必要です．

向上する必要はなく，今のままでいたいという学生が入ってこないようにすること

です． しかし，急いではいけないのです．世の中にはイナーシャがありますから，

急激に方向を変更しようとしてもそんなに簡単には向きは変わらないでしょうし，

反力が大きくなりすぎて出来ないことが多いと思います．恐れる必要はないのです

が，過激に実行すれば反応も過激になりましょうし，無用の混乱は避けたほうが賢

明です． じわじわと実行に移せば，学生はまんまと我々のペースに引き込まれてし

まうでしょうし，それに対応できる学生にじわじわ変わってゆくと思います．ここ

へ引きこんでゆくのが教員の腕前ではないのでしょうか．

“世界に通ずる私の講義についてこれなくて何をほざくか"とひかえなおる自

信のある講義をしなくてはいけないのです．このような講義では，講義だけが一人

歩きをして，学生には全く理解できないだろうから講義をすることが無意味になる

という意見もありましょう．そうかも知れませんが，一挙に講義のレベルを上げる

ことを考えず，じょじょに高めてゆけば目的は達成できるのではないでしょうか．

いずれにせよ‘‘私についてこれない学生は退学しなさい”と言い切れる自信を持

たなければいけないのです．不合格という評価をした場合に，その評価にクレーム

がついても自信をもってそれに答えうる教育が重要なのではないかと思います. 3 

0年計画その2とその 3の主目的は実にここにあるのです．本学だからこの程度の

講義でよいと思ってはいけないのです．“その程度は"と言う考え方は多分自分勝

手にそれを作りあげて自分に‘‘温泉ムード”を作ってしまいがちなのです．どれ

ほど講義の理解程度あるいは習得成果を厳しく評価しても学生が納得できる素晴ら

しい講義をしなければいけないのです．適当に 10分遅れ， 10分早仕舞いをする，

何でもらしいことが書いてあればそれで合格と言う講義や評価は厳しく排除されな

ければなりません．

このことは副産物を伴ってくるでしょう．どの科目を選択しても不合格になる確

率は同じであるし，合格（単位取得）は努力し学問そのものを手堅く身につけない

限り得られないと学生が自覚すれば，学生は形式的に最も単位の取得が容易な授業

科目を選択することなく，最も関心の高い授業科目を選択することでしょうし一生

懸命努力することでしょう．素晴らしい講義には学生が教室に溢れ，むさぼるよう

に講義を聞くことでしょう．昭和の初期の斎藤秀三郎先生の講義では教室には入り

切れない学生が廊下は言うに及ばず窓の外まで立ち尽くして聞いたと言うことです．

なかなか出来ることではありませんが，一生のうちに一度はこんな講義をしたかっ， 



たと思っています．

もう一度申し上げます．あせってはいけないのです. 3 0年間かけてやることで

す．

4-4 30年計画その4 一試験問題と採点ー

さきに申し上げた兵学校校長井上成美中将は，教官にたいし‘‘教育漫語"とい

う文書を配布されていまいた．（井上成美，井上成美伝記刊行会）それは井上校長

の教育方針を示していたものでしたが教育方針とはおっしゃらなかった．それは方

針を示すものでありそれを批判することは海軍では許されない． しかし“漫語"

はどのように批判してもよいし，どのように意見を申し述べてもよいということで

あったようです．その中で井上校長は試験問題に触れています．試験問題は一夜ず

けで書けるような問題をだしてはいけない，試験は暗記力をためすような方法を避

け科学的思考力や生徒が身につけた“センス”の程度を知ることが出来るように

と示しておられます．

私も全く同感であります．暗記してくればよいような問題，教科書の何処かを転

記すればよいような問題，式に数値を代入すればよい問題， 2, 3の単語の並列あ

るいは教科書の索引をひけば容易に正解が得られるような問題などは好ましくない

問題と思っています．教科書やノートは世の中へ出れば仕事をする時にそれを見て

も絶対に不正行為とは見なされないのです．教科書，参考書そしてノートをみなが

ら業務を遂行することは一向さしつかえのないことですから大学でもそのように教

育しておきべきでしょう．それらを参考にしながら直面している問題に対処できる

習慣をつけさせるために試験を利用することはいけないことでしょうか？むしろそ

のような問題を出すべきであろうと思います．勿論，授業科目によってはそうもで

きない授業科目もあろうと思います．しかし前以て用意した紙切れが役立ったり，

机の下の教科書が役立ったり，さらには隣の学生が書いている事を盗み見して答え

らしいものが書ける問題を出すことは避けなければならないことです．そんな問題

ではない問題が出せるように教員は講義に配慮するとともに工夫をすることが必要

です．

採点を終え，点数を控え終わったら答案はなるべく早く学生に返却することが望

ましいと思います．私はそれには三つのメリットがあると考えています．一つには

採点のミスを学生が見つけてくれることです。採点にミスがあること自体許される

ことではないのですが，神様ではないのですから時としては足し算を間違えること

などがあったりします。その時には学生にただひたすら謝り，すでに成績が提出ず

みであったならば速やかに教務課に訂正の手続きをとるしか方法はありません．そ
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げ

れ

な

動

13

ず

か

あ

ナ

し

謬

頸

で

し

を

即

と

ど

し

と

．

果

に

主

な

4

り

．

し

地

こ

と

責

緞

V
の

上

こ

で

活

一

こ

ん

成

界

て

議

が

よ

ん

申

外

る

う

の

ぅ

全

知

し

で

け

る

て

の

せ

い

世

い

会

念

今

せ

に

ま

す

よ

き

ぃ

は

未

申

の

だ

い

け

降

ま

し

を

口

饂

概

を

ま

先

卿

事

し

と

と

と

今

ん

学

て

向

以

り

ら

目

の

間

り

の

経

従

に

の

か

れ

ず

せ

大

つ

に

れ

な

晴

ら

学

の

か

期

わ

こ

務

に

つ

そ

セ

そ

で

し

ま

業

言

麟
戸
門
こ
誌
[
:
三
士
環
暉
：
｀
：

一

よ

け

し

国

究

る

位

は

今

で

い

に

件

と

る

ま

な

に

が

武

交

お

な

行

す

単

動

は

の

で

と

条

か

れ

釦

は

れ

と

の

際

画

後

わ

実

こ

業

属

な

活

と

る

こ

も

る

る

V
概

進

そ

こ

本

国

計

年

言

を

そ

卒

所

要

究

こ

す

こ

の

め

す

て

う

前

．

る

日

の

の

〇

と

育

．

，

を

必

研

る

と

．

督

決

う

け

ヽ

は

す

す

，

学

後

4

業

教

す

は

定

こ

な

す

件

す

監

を

ど

受

し

て

で

握

し

本

の

ら

の

い

で

で

判

業

う

と

条

ま

導

否

ら

き

と

れ

の

把

か

の

そ

か

難

し

ず

在

の

卒

よ

件

業

、

指

可

た

引

”

恐

な

り

し

今

．

今

至

厳

は

現

否

か

の

条

卒

思

の

の

れ

を

で

を

戦

き

．

は

5

は

は

る

合

と

こ

の

な

と

府

業

ま

と

外

ク

挑

つ

ん

カ



ばならないし，それへの取り組みはそれぞれの時点において積極的に行なわれなけ

ればならないと思います．

目指していることは，極めて誠実な 1000人の学生諸君が 1年間に亘り世界中に

散らばって，現地の人たちと一緒になって喜び，悲しみ，：には怒り，生活をとも

にすると 10年間に 1万人の学生が世界の各地でそれぞれの国に住む人々と知り合

いになり，その結果として表題として掲げた会話が 50年ノに交わされるのではな

かろうかと希望しているのです．

今から 40年後に，今の学部と大学院と言う制度が存続ているかどうかは判然

；：口んピ。三;ムピ三三竺とも［三三三：
べきでありましょう．私ども自身に厳しい意識改革と現在じ上の教育ならびに研究

への努力が求められるべきであるのではないかと思います．

6. 私達は何故大学の教員になったのか

6-1 私の場合

士

で

着

な

”

る

と

ま

京

考

師

と

ら

こ

態

そ

国

の

ち

き

は

す

“

し

東

も

恩

か

じ

伽

状

て

の

た

落

へ

親

を

ろ

な

ら

く

の

う

命

る

な

っ

こ

っ

々

る

父

末

し

ら

か

よ

私

ど

に

い

う

帰

い

失

段

や

始

を

か

師

た

時

は

私

て

よ

に

ぃ

亨

・

ら

、

分

恩

ま

の

こ

は

ね

の

償

く

，

れ

●

口

紐

訪

な

し

を

は

た

後

美

標

中

か

し

や

目

の

れ

ま

灰

の

よ

ら

こ

ら

ち

る

世

こ

し

も

そ

並

た

た

私

と

ら

ょ

ぇ

ヵ

っ

れ

し

に

い

か

も

し

、

で

た

き

に

を

ま

力

て

竺

：

'

は

歌

士

す

私

す

か

っ

た

に

で

き

と

わ

き

愛

ご

し

な

し

屋

何

と

え

い

な

て

て

と

＞

て

時

過

．

に

に

木

は

る

従

と

じ

見

し

学

な

し

た

を

た

期

け

土

と

す

に

け

存

角

ま

大

き

そ

っ

日

し

時

ら

て

学

業

一

下

行

ご

に

来

も

で

ま

と

ま

願

だ

っ

エ

卒

指

へ

く

と

て

て

ら

芦

し

り

き

出

灰

従

木

の

学

全

か

ま

見

す

14

し

て

や

て

に

中

土

こ

紐

大

は

所

台

て

像

ま

っ

ん

っ

ち

本

る

ろ

．

業

か

な

山

め

想

れ

な

ぼ

な

う

日

あ

こ

ま

の

た

エ

る

ん

尾

贋

は

敗

く

り

に

、

て

で

と

し

学

し

蔵

ぁ

ど

て

贔

に

に

な

帰

う

な

し

務

な

に

大

ま

武

で

で

っ

う

々

い

が

に

よ

れ

を

責

直

と

京

し

の

こ

乗

ど

方

戦

務

許

る

ら

争

の

正

こ

東

ま

眠

も

そ

に

，

た

は

責

の

な

め

峨

っ

る

は

し

た

な

．

車

が

れ

本

き

親

こ

決

＞

一

に

す

き

て

め

ん

た

電

す

さ

日

べ

両

題

く

な

の

さ

来

勤

ど

し

ら

で

任

か

う

着

た
亨
〗
国

，

る

ら

話

全

ら

れ

ま

専

の

に

を

が

で

月

守

か

が

は

だ

割

め

を

そ

学

手

学

の

8

て

島

学

て

く

片

奨

学

，

大

助

大

田

進

い

が

の

を

工

け

京

間

業

つ

は

い

江

て

つ

も

人

学

木

行

東

年

ェ

な

私

つ

て

年

対
41，
を

．

き

仁

ど

軍

工

土

に

に

蔵

に

，

り

と

19
命

た

て

力

人

も

木

に

学

ず

10
武

話

て

ど

，

を

し

い

の

軍

の

土

ま

大

え

は

お

れ

た

で



に

再

尽

皆

ん

単

．

の

ど

な

簡

た

運

な

も

は

し

が

と

ら

見

で

の

こ

が

意

ん

た

な

な

の

せ

っ

う

し

人

ま

ま

そ

犯

2

れ

し

偉

を

．

く

て

が

過

す

と

て

れ

私

大

ま

ぅ

し

ら

た

て

ょ

は

せ

つ

ま

思

に

さ

な

年

と

し

ま

知

に

定

い

こ’ め

ま

承

と

た

ご

/

琴

訊

叩

と

は

う

す

せ

を

こ

学

と

職

ま

し

＜

大

奉

い

許

行

業

も

に

思

お

は

エ

う

学

は

ら

で

蔵

よ

本

と

か

れ

武

た

で

る

と

旦
す

か

が

な

格

い
ん

資

と

は

ま

し

サ

け

．

力

こ

る

た

上

た

き

げ

来

に

し

し

働

す

上

て

通

申

ま

に

ま

し

し

普

虹
□

紐

い

立

疇

2

よ

と

で

ん

カ

一

の

ま

度

き

さ

と

6

の
社
ど
そ
れ
大
信
い
る
学
る
中
て
申
こ
場
聞
て
か
見
〗
5
〗
如
九さ

育

て

な

論

ら

が

確

お

れ

大

な

の

し

に

う

つ

に

え

し

示

教

と

と

勿

な

の

と

こ

ら

て

に

世

そ

ぎ

い

立

内

与

，

あ

学

も

す

で

術

こ

こ

こ

も

の

動

お

い

め

を

な

っ

と

目

学

に

が

が

大

か

く

の

ミ

ヵ画

技

く

つ

す

躍

る

も

活

て

お

認

て

端

，

ん

を

ら

方

ん

由

，

の

尽

も

た

を

な
ト

う

計

学

働

立

ま

活

来

た

育

つ

こ

お

全

極

は

せ

囲

か

生

せ

．

理

ば

科

に

役

＞

ご

出

っ

教

な

点

を

の

り

の

ま

範

外

先

ま

ん

の

れ

っ

て

め

に

て

に

献

な

究

に

観

れ

そ

ま

す

り

動

が

の

し

せ

り

す

あ

ス

よ

わ

し

た

め

つ

上

貢

に

研

え

の

そ

あ

ま

あ

活

声

内

値

ま

な

ら

が

べ

の

ま

そ

の

た

思

以

に

務

る

考

そ

が

江

る

い

は

名

学

は

れ

れ

か

陥

て

そ

、

興

益

の

と

み

会

勤

け

お

で

々

さ

れ

い

で

ぎ

御

を

に

し

そ

識

欠

し

が

取

利

会

の

並

社

こ

お

と

ま

人

揮

恐

と

動

過

，

象

る

も

は

良

の

と

状

と

の

社

も

人

り

に

こ

る

職

の

発

を

れ

活

き

い

印

す

か

に

の

か

員

現

振

て

る

で

よ

学

間

う

退

て

こ

解

そ

き

置

行

な

敬

の

れ

人

ら

繹

鱈

[

の

し

れ

野

が

本

機

て

年

べ

高

誤

べ

に

に

う

尊

い

そ

学

何

術

社
技

会
て

通

ら

分

う

る

育

立

定

す

最

ず

る

頭

的

よ

は

よ

大

た

大

き

し

を

お

の

ほ

あ

教

役

て

の

を

土

ま

れ

念

師

の

て

も

は

つ

業

ず

＊

、

学丸

麟

疇

吠

二

9
:
5麟

□

記

吟

”

麟

旦

と

こ

こ

戸

町

ー

科

5
 

ー

に

り

さ

も

と

た

，

の

思

と

尊

の

常

あ

学

考

と

す

て

武

ぁ

を

ん

社

い

な

て

戴

疇

学

の

ず

り

ら

と

い

た

と

非

で

本

を

る

と

し

が

が

カ

会

は

職

し

に

研

大

中

で

な

自

い

た

げ

こ

を

生

は

法

ゃ

た

に

員

務

努

さ

に

奉

と

学

育

の

の

に

に

よ

き

上

る

動

先

と

方

し

つ

う

教

義

D

皆て

江

界

に

た

大

教

は

世

な

し

ら

て

頂

し

あ

活

の

こ

く

っ

ま

よ

全

き

：
疇
戸
：
に
門
二
〗
｀
三
二
贔
亨
ロ
ニ
ニ[
5
虹

i

こ

政

，

に

あ

う

生

最

，

に

れ

敬

さ

上

動

の

の

よ

せ

が

き

に

に

え

て

と

識

行

で

み

で

た

先

は

し

確

さ

尊

え

は

活

で

外

の

さ

方

で

人

学

整

し

、

進

ち

っ

力

う

明

徹

て

加

と

学

も

そ

用

る

が

の

大

を
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こ□
口
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鯰
虚
〗
“
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旦
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如
砂
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磨
効
豆
環
疇
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次

分

こ

な

野

分

え

．

た

ま

意

志

人

を

う

な

さ

ぁ

で

前

に

う

動

蔵

学

低

十

つ

に

分

十

考

す

が

り

在

初

た

現

よ

す

置

て

と

名

う

よ

行

武

大

鱈

な

を

立

ひ

な

は

お

ま

生

あ

存

そ

し

表

る

に

き

こ

お

よ

の

な

．

ん

性

役

選

う

能

と

し

先

で

に

こ

元

な

げ

土

み

て

う

の

の

そ

う

ん

来

，

そ

要

に

お

よ

才

い

て

，

の

中

と

還

品

あ

で

の

え

ま

そ

そ

し

よ

せ

出

ば

重

会

を

の

る

き

し

て

も

の

こ

に

下

し

と

所

こ

し

し

も

の

ま

が

れ



それが年度ごとに着々と整備されている時，現状に飽きたらなくて外へ活動範囲を

求めることは，武蔵工業大学の教員としての認識にかけるものがあるのではないで

しょうか．実情とそれに対する計画を認識したうえで胴：することを決意したので

すから，それらが意に満たなければ，満足できるところ~.,,.転職してゆくべきではな

いのでしょうか．世の中，左様に理屈どうりには行きま んが常識的な限界はあり

うるのではないかと思います．

6-3 大学教員の裏の仕事（大学管理）
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疇
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齢
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⑪
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の
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し
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あ
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こ

即

展

よ

ら
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な

な

か

す

番

こ

が

に
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腱
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発

む

か

口

う

ば
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名

一
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麟

す
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術

輝
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勺

冠
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い
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＜
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．
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と

力
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は
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た
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し
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分
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ま
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な
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ゞ
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ど
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従

る

え

と

し

ヵ

た

す

に

す

と

L
)

鱈

選

．

こ

避

こ

麟
二
[
5岬
臼
饂9
5
ょ
ずl〗
そ
鵬5
疇

れ

う

人

を

な

を

し

れ

の

ま

し

ず

明

な

も

ゞ

ら

そ

よ

ら

ど

き

ま

ま

を

う

て

ヵ

れ

“

王

，

の

⇔

疇

い

疇

5
け

，

て

り

＞

し

よ

ね

，

や

は

こ

界

の

の

な

．

避

で

出

あ

て

差

の

重

て

動

に

世

来

そ

う

す

は

こ

が

が

つ

物

こ

を

さ

癖

疇

t
に

[

」

“

げ

二

そ

疇

紅

戸

礼

臼

麟

え

る

っ

よ

思

せ

せ

考

け

ら

の

と

ま

さ

と

ず

い

こ

い

れ

業

”

向

，

は

た

し

卒

る

方

し

後

き

も

を

す

年

頂

かし

ぎ

吟

あ

を
で

来

ま

。

き

将

、

5

示

過

工
叡

士

べ

の

思

の

お

る

学

と

学

と

ぁ

本

る

本

る

し

学

“

が

や

で

あ

こ

＞

]
5
]
3□

し

i
:

し

も

っ

年

き

，

し

の

ら

育

へ

て

用

そ

い

教

す

っ

通

差噂

声

鐸

こ

5
紅

私

物

も

詔

ょ

定

世

16

の

方

の

肯

て

n
•

も

力

こ

の

弗

こ

の

め

と

ぷ
ノ

．

え

是

は

状

集

こ

ん

考

．

に

現

を

た

ょ

き

しで

せ

お

す

れ

は

生

ぃ

て

ま

と

で

そ

れ

学

な

げ

ぎ

い

の

，

そ

い

は

ぁ

過

な

い

し

な

で

し

に

い

な

い

は

く

の

申

た

て

ら

な

れ

た

る

と

げ

つ

な

ら

け

け

あ

々

上

な

ば

な

な

受

V
長

し

く

れ

ば

も

を

よ

ら

申

全

け

れ

さ

育

が

か

を

は

な

け

．

教

時

頭

と

に

ら

な

す

の

冒

こ

の

や

で

ま

坑

況

た

も

し

う

＞

ん



で

差

こ

'
n
'
者

こ

．

の

選

が

で

な

る

、

管

ば

迷

し

つ

な

す

あ

う

ど

．

助

の

物

卵

か

旦

補

ど

ね

男

と

長

義

ま

得

れ

て

脚

に

れ

に

ま

ゃ

力

ま

が

よ

ほ

す

る

る

示

．

す

n

候

味

す

真

あ

総

意

職

ち

さ

ま

と

う

け

誠

望

し

い

れ

と

の

る

で

ん

な

す

て

す

申

汀

る

意

で

山

た

“

9

退

保

定

る

い

よ

な

は

も

っ

は

ら

こ

そ

け

要

せ

に

断

め

ま

と

ど

出

な

色

丸

れ

が

し

年

に

改

え

な

る

し

と

と

お

に

え

う

．

受

必

ま

諏

竺

噂

麟

麟

tcG
印

麟

層

録

麟

麟

丘

虚

鰯

坪

鍔

m

5

虹

琴

5
年

的

臼

は

い

鰤

星

5

の

い

ぇ

て

で

し

名

政

し

顧

辞

田

生

ち

生

や

日

き

能

に

れ

ら

麟

臼

咋

に

し

信

こ

は

道

し

ま

し

か

を

ろ

，

わ

回

を

福

の

た

て

速

の

べ

可

事

ま

で

の

る

で

の

ま

る

介

な

表

し

ら

さ

繁

長

達

私

し

く

職

す

が

仕

込

か

南

と

よ

て

き

間

す

と

何

か

ふ

原

総

き

私

き

と

べ

退

示

務

な

き

ん

い

い

出

べ

仲

を

こ

す

こ

儒

て

と

そ

と

間

る

年

を

勤

ぅ

巻

せ

ら

良

良

が

る

の

悟

の

へ

望

げ

紹

の

発

死

こ

上

を

楽

ー

し

葉

。

切

邑

て

園

れ

た

ず

こ

る

人

成

定

、

い

な

ょ

に

ま

か

も

も

応

ナ

＜

覚

抵

れ

学

”

ら

れ

で

に

え

．

は

は

関

．

う

の

と

り

す

で

で

反

．

釦

多

大

も

策

申

言

る

く

政

け

ね

の

ず

け

さ

部

究

考

す

定

達

に

す

よ

そ

こ

な

で

誰

誰

否

す

き

’

し

並

安

た

、

‘

麟

吋

↓

戸

受

出

一

研

に

で

規

私

と

ま

の

て

な

ば

．
．
 
ら

拒

ま

ー

で

か

は

の

あ

を

た

っ

て

し

の

に

う

の

な

こ

し

そ

つ

う

れ

す

す

か

に

い

弓

陰

し

と

学

に

れ

し

の

え

び

よ

い

う

は

の

て

な

よ

け

ま

ま

す

的

思

即

お

こ

大

営

そ

て

名

つ

を

選

は

答

ら

の

な

よ

ら

外

つ

こ

に

の

な

り

い

て

能

と

ら

る

17

は

運

．

し

と

こ

が

と

は

お

求

に

要

長

お

な

こ

ら

の

な

以

思

i
牲

こ

ら

な

思

ち

5
麟

が

い

丘

け

れ

理

す

と

挙

和

声

こ

れ

て

こ

う

う

こ

っ

選

補

、

、

．

思

陣

総

の

育

，

な

そ

る

れ

と

学

犠

や

に

は

持

ゞ

ま

所り

管

、

9

v

>

 

き

教

し

ば

す

そ

る

大

が

ぱ

が

と

私

お

に

で

ヵ

つ

で

事

の

ど

候

斗

し

退

の

し

思

拠

ま

ヵ

と

す

は

と

の

ー

ね

う

る

で

私

が

学

と

は

す

れ

ら

と

あ

に

か

れ

か

こ

と

を

事

き

障

さ

の

仕

学

ま

大

い

断

挙

う

ど

け

挙

と

長

大

た

達

ま

け

た

い

℃

で

ぅ

誰

お

誰

る

だ

力

仕

へ

支

だ

た

に

す、

で

な

判

選

ょ

ら

受

選

だ

鈎

総

京

れ

私

り

な

し

し

き

度

ょ

．

て

，

す

の

憮

な

ぶ

に

V
き

う

こ

ら

茄

長

し

た

て

し

挙

版

田

凍

ら

，

あ

い

と

正

べ

態

た

し

し

旦
こ

□

ご
:
[
：
ド
；
：
ナ
：
二
ロ
＇

如

訊

加

砂

学

如

詞

釦

釦

麟

尋

に

庭

犀

g

5

ご

”

釦

な

5
女

認

5

5
は
＂
こ
え

ね

か

た

け

て

大

は

い

て

想

京

秋

原

質

ま

う

を

れ

の

を

実

申

加

実

ず

知

な

皆

は

適

に

を

る

応

か

う

し

な

予

，

挙

ら

べ

く

理

東

の

南

こ

け

れ

態

さ

ま

命

誠

に

員

誠

で

承

に

．

て

最

合

と

く

に

り

ょ

ま

し

，

べ

選

く

す

た

は

年

て

上

さ

状

定

い

使

が

前

教

．

と

を

と

す

っ

．

場

こ

て

待

な

し

れ

し

り

ヵ

し

歴

．

つ

で

編

ー

も

い

し

た

な

規

．

の

れ

’

る

ん

こ

理

こ

ま

ょ

す

た

い

し

期

に

で

そ

示

お

も

な

履

い

ま

味

一

2

挙

つ

申

果

う

が

す

来

そ

し

す

せ

な

無

な

＞

に

で

れ

し

を

の

と

い

が

お

で

と

の

て

な

意

歓

和

選

に

も

こ

よ

限

で

か

営

ま

万

に

う

思

人

う

ま

わ

事

ん

こ

な

話

を

ん

“

争

め

は

恥

の

田

昭

長

”

に

即

の

年

き

喜

ず

し

運

り

千

人

よ

と

そ

頼

煩

仕

さ

る

は

し

富

競

せ

で

ろ

そ

福

総

挙

前

最

そ

い

へ

私

ま

理

な

惑

い

た

い

訊

り

な

に

皆



麟や助手がいて研究室活動を継続してくれれば良いのて：が，そのような人がい

ない場合には，研究室活動が止まってしまう恐れもあるの す．重要なポストであ

ればとても片手間ではできないような現状に本学はあると、、います．
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ヽ

陳

．

ま

ま

せ

扇

加

り

”

[

E

ん

も

す

い

箇

し

こ

で

な

に

て

ヽ

．

．

 

{
っ
る

の

ね

ま

し

ー

ま

と

り

え

と

で

こ

ま

、

ど

あ

て

吉

る

か

ま

お

な

り

く

に

る

あ

を

し

の

で

し

秀

に

な

つ

頭

は

繹

二

も

で

の

そ

は

で

目

わ

に

5

し

も

れ

と

も

＞

念

き

ゞ

這

塁

[

廷

国

□

即

：

こ

に

思

を

ヵし

る

と

を

み

通

麟

5

こ

年

園

叩

冒

ナ

こ

件

の

見

加

る

条

事

の

と

こ

え

錦

危

は

河

ま

・
る

と

を

す

い

へ

る

な

添

に

の

力

れ

惑

害

し

せ

み

う

き

分

家

権

罠

さ

迷

阻

ま

こ

さ

な

を

望

る

上

来

国

一

止

，

亮

禁

き

将

て

よ

書

自

う

を

は

」

ま

変

展

が

で

向

＇

しミ

を

ち

直

ら

葉

い

n

コ

藤

を

発

と

ヵ

見

も

言

る

口

釦

佐

二

の

こ

大

n

て

の

あ

と

著

む

を

し

角

学

る

と

学

も

こ

、

こ

大

ー

大

し

ま

口

見

ル

，

る

9

ル

読

兎

の

て

す

i

像

ヽヽ↓

渡

準

来

ー

し

チ

カ

・

達

え

徒

ん

見

基

将

と

と

と

こ

チ

し

れ

私

備

を

の

V
こ

こ

こ

土

ん

一

臨

さ

て

一

体

き

ゆ

む

い

い

ま

さ

ャ

君

断

っ

ャ

生

せ

と

が

ま

る

人

、

皆

チ

に

判

か

チ

を

し

て

て

上

と

ゎ

己

り

え

き

全

と

の

富

な

な

―111
口

、

、

の

劣

が

S

閤

こ

る

得

に

ら

ら

思

,
1
 

常

す

納

力

が

が

と

v

>

な

違

ベ

ヽ

ず

＇

断

こ

行

た

た

る

書

つ

々

下

力

．

太

は

間

す

ら

人

ら

い

W

は

ヽ

＇ 

判

来

実

ち

き

あ

に

れ

を

し

広

が

．

将

と

持

つ

も

さ

ヵ

の

ミ

よ

将

け

断

願

ま

く

な

判

お

み

注

権

他

m
ば

戦

中

と

せ

大

美

ゞ

人

と

の

感

を

こ

に

ま

こ

学

任

力

職

外

し

の

i

え

て

．

て

カ

る

大

責

権

役

以

見

項

ヵ

こ

だ

界

成

考

し

ら

し

野

の

、『

ら

あ

5

潅

の

く

世

上

に

そ

ヵ

に

視

そ

れ

で

第

．

然

を

次

井

重

．

す

き

こ

腐

す

当

令

二

長

慎

ら

で

書

）

）

）

）

）

）

か

の

条

1

2

3

4

5

6

し

な

”
力

ど

誠

い
ー

し

ず

得

ほ

ま

て

説

れ

人

ら

ら

そ
“
 

5
麟

で
に

か

か

）

ら

め

る

頭

ら

会

じ

え

冒

た

し

ま

考

ゃ

し

行

た

と

し

で

刊

、

も

か

ゃ

ぅ

己

と

ー百伝
る
ナ
、
し
．
，

美

ぃ

切

が

し

そ

，
 

、
>力

成

が

る

は

ん

な

で

せ

ん

上

人
井

る

に

の

ま

せ

ま

>

と

い

え

こ

よ

思

れ

蕃

て

る

が

は

し

美

っ

も

成

思

す

う

と

上
と
味
ほ
る
~

ヵ

ヽ

る

併

＞

意

い

あ

ぁ

た

を

な

が

．

き

と

し

カ

っ

い

得

も

．

す、

こ

と

に

い

願

説

見

ぃ

て

ど

な

お

ど

意

さ
こ

下

こ

う

え

の

な

い

は

ほ

し

変

と

職

て

事

れ

、

と

お

た

役

し

仕

そ

っ

し

務

な

は

あ

も

勤

要

理

ん

に

ゃ
煕

で

ま

に

重

論

せ

全

と

叩

学

に

の

こ

6

大

人

こ

り

う

第

に

い

し

あ

“

い

実

な

か

ぞ

を
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7. あとがき

戸

り

ろ

受

せ

い

位

し

れ

田

な

ん

り

章

に

く

瀬

5
こ

を

ま

し

の

ェ

知

稲

に

な

ま

文

分

頂

た

字

、

い

畔

い

繹

濃

噂

臼

謬

か

恥

ぉ

位

直

虹

し

文

つ

の

て

達

中

年

業

幻

日

み

四

こ

な

さ

作

我

て

て

こ

か

め

ま

は

近

糖

っ

ヤ

て

2

、

も

し

つ

、

ず

つ

つ

み

業

に

ウ

思

二

し

6

込

作

り

ド

は

ジ

そ

和

部

界

そ

な

5
ま

い

見

＜

験

．

に

ら

い

思

を

召nn 

き

の

わ

ブ

と

ン

．

し

受

た

時

な

思

か

カ

書

で

終

り

う

エ

た

ら

厳

も

し

る

ま

と

し

努

を

内

が

寄

よ

の

し

が

直

”

口

誌

諷

麟

旦

麟

咋

丘

直

町

叫

麗

麟

鰭

ぃ

も

も

て

退

な

ら

の

す

さ

中

の

，

に

目

の

ゆ

さ

の

夏

は

院

の

中

て

襲

り

ホ

達

っ

，

め

な

こ

た

下

ょ

ま

私

思

し

認

ば

が

ひ

み

橋

真

ち

病

こ

本

え

踏
nI
ま

、

ヵ

i

設

し

と

n

を

れ

す

の

進

大

の

た

朝

を

日

齊
O
S麟
毎
這
几
琵
〖
建
吠
頃
辱
立
二
沢
認

5

、

し

に

ず

る

わ

そ

皆

け

こ

4

分

丸

戸

渡

に

セ

橋

思

た

ー

約

部

来

瀬

に

案

ン

大

n

上

大

出

は

間

原

n

戸

と

V
科

で

い

負

さ

．

カ

図

．

ゞ

瀬

る

学

り

て

を

な

す

年

工

も

っ

任

は

で

。

海

た

た

力

私

年

の

の

ゞ

ら

木

積

な

責

で

け

5

し

し

と

の

0

達

初

は

旦

ば

士

た

こ

の

の

だ

に

ァ

r

で

行

こ

時

2

私

最

業

来

し作

ー
た
這
豆
一
口
〗
班
も
る
実

ー

歩

同

る

当

後

ら

'

夏

ー

ゞ

の

．

こ

．

の

力

v

―

る

ず

着

本

し

い

．

れ

感

で

第

た

を

た

そ

な

な

げ

っ

始

日

力

な

す

ら

を

い

年

に

し

事

し

，

せ

と

上

き

し

務

ば

努

も

て

れ

さ

な

4

さ

で

食

で

し

さ

こ

し

⑬

ま

業

め

課

か

映

る

申

出

勤

せ

命

で

の

逃

な

ら

ヵ

に

越

懸

ん

、

が

ナ

焦

手

の

咋

た

日

し

反

わ

で

、
>

ヽヽ↓

し

生

と

な

任

慟

昭

設

し

の

ヵ

．

を

変

文

し

学

、
•
1
1

本
追
一
ま
ナ
責
だ

ヽ

ず

'

建

辛

労

と

た

果

ど

ま

を

と

情

情

の

た

で

i

の

く

疲

こ

し

成

殆

た

の

ん

が

i

i

こ

せ

私

学

う

実

も

私

だ

ナ

私

橋

し

は

る

で

究

は

し

ナ

t

！

で

た

だ

大

厳

に

ー

ん

研

置

ま

ま

大

ろ

と

こ
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西脇先生ありがとうございました

増田陳紀

7

6

先

合

し

よ

ま

も

な

よ

ぁ

1

9

時

不

．

る

り

最

み

即

は

ず

を

当

に

た

く

な

、

の

干

若

ま

結

．

量

し

て

に

れ

績

の

大

ま

っ

う

ら

実

も

い

義

ま

り

り

か

よ

来

、

そ

ス

て

講

す

．一

の学

ぃ

な

お

分

う

て

野

た

っ

て

か

て

が

思

え

分

し

ヶ

な

し

も

っ

え

考

月

ま

た

と

ヵ

と

p

っ

価

用

n

平

応

憶

ど

思

考

か

て

専

れ

ヵ
1

舌

P＞ヽ

や
め

に

と

だ

の

ヤ

ャ

ヵ

討

寸

う

生

の

生

つ

に

す

食

力

高

よ

先

た

先

あ

野

ま

し

る

たの

て

生

た

谷

れ

、

で

視

し

し

は

す

つ

星

さ

き

め

的

致

視

に

対

こ

修履

だ

た

用

頂

た

期

愛

重

り

i

て

ま

採

ひ

る

長

割

を

通

成

、

め

く

を

呼

す

こ

ま

開

見

構

再は

初

し

師

お

察

釦

卸

展

論

の

〗
註
露
麟
虹
直
麟
汀
の
直
畔

生

工

来

し

と

変

常

工

者

将

的

呼

い

た

大

非

蔵

筆

の

体

先

木

会

し

、

で

武

は

科

具

成

も

士

お

当

て

時

を

れ

学

、

構

し

の

に

担

い

臨

者

あ

び

て

目

ず

で

初

て

て

、

筆

、

よ

ぃ

科

必

内

最

勤

れ

め

に

ら

お

つ

に

学

う

の

学

に

常

さ

た

後

か

学

に

、

生

非

を

た

年

て

本

材

成

ょ

在

先

ど

長

れ

3

し

は

人

構

の

現

夫

ほ

部

さ

の

ま

生

る

齢

口

、

威

年

生

出

そ

り

先

な

年

場

が

脇

半

学

を

、

な

と

、

の

す

西

に

は

者

し

に

た

本

ず

者

ま

年

生

格

か

う

し

基

ら

筆

り
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教

人

学

げ

業

は

提

・

こ

っ

て

兵

た

ま

恩

こ

造

な

．

造

上

卒

で

の

す

は

か

つ

軍

れ

集

の

こ

構

睦

土

す

髯

り

い

け

面

ば

て

多

な

海

ら

の

そ

が

鋼

親

鋼

取

な

わ

図

つ

が

く

の

め

名

、

た

か

生

な

際

込

千

し

し

す

究

さ

＞

は

を

い

る

ぽ

ま

．

学

＞

間

を

三

す

ま

ま

研

＞

ヽ

、

を

て

な

対

す

の

が

戦

熱

と

で

し

り

と

思

て

い

書

て

＞

ら

4

、い

と

れ
だ

さ

麟

疇

彫

し

る

で

々

生

敗

情

る

異

き

移

ミ

の

満

学

と

に

め

驚

聞

に

ゼ

{？ 

方

映

目

卒

く

を

い

、

き

反

科

の

快

求

て

＞

る

欲

す

父

成

含

は

お

事

中

生

が

一

の

を

要

し

泣

5

繹

鱈

□

汀

麟

塁

い

却

頸

材

家

の

は

最

毎

の

方

図

も

生

な

を

来

き

製

た

先

理

強

し

く

を

た

人

も

脈

話

の

は

て

生

計

し

こ

無

勉

待

で

ち

、

生

っ

期

ん

持

tlt

つ

で

人

お

室

で

9,1 

ゞ

の

設

ま

だ

は

の

先ヵ

そ

、

痴

未

生

め

持

を

込

気

t

立

今

の

の

究

、

う

て

そ

t
研

が

を

さ

っ

ず

、

剛

た

た

こ

に

で

卒

め

先

た

ll

か

び

れ

諏

5

[

さ

様

、

た

、

の

叡

る

飛

い

を

ヽ

‘

良

同

や

の

し

格

す

こ

と

ヒ

負

ま

て

＞

の

も

生

そ

か

合

格

揮

脚

を

背

い

い

を

て

て

兵

げ

＞

先長

本

つ

れ

上

て

な

勢

て

学

し

験

合

発

の

何

し

り

を

生

な

カ

先

う

校

日

伺

か

ず

り

し

ま

姿

い

た

ん

．

試

わ

t
や

っ

し

せ

ん

員

、

の

と

開

ま

作

称

ま

動

言

に

年

ま

せ

務

替

能

、

よ
の

て

の

ー

後

い

年

り

が

と

のぇ

そ

い

そ

．

度

戦

き

毎

あ

行

発

価

留

り

ま

公

な

た

評

ず

あ

れ

家

□
 

た

然

成

業

な

か

当

も

学

感

ん

と

生

特

響

期

ま

し

梁

当

整

と

卒

少

る

本

て

こ

好

だ

こ

先

影

同

仰

略

橋

場

路

業

に

、

や

し

釧

こ

い

な

脊

の

う

る

省

は

．

理

授

め

も

し

ば

期

真

勢

が

し

ぅ

教

将

い

い

は

前

す

の

ず

た

生

つ

え

延

に

姿

す

寂

ょ

の

中

と

て

話

以

通

で

ら

の

学

ら

例

を

何

な

で

は

の

代

美

る

し

の

を

等

限

目

た

い

、

限

如

う

う

の

記

時

成

な

浴

そ

室

筋
藍
虹
予5
旱
5
疇
知
以
〗
丘
上
諏
紅
江
麒m亨
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この20年ほどはもっぱら江田島にある国立青 の家を合百所としてゼミとスポー

ツで頭と体を鍛え、合宿の前後に阪神地区、
中 自動車道本朴1四国連絡橋などの

最新の現場を選定して見学しています．江田島［御存じの［り、海軍兵諏のあっ

た

頂

懇

っ

て

の

酎

だ

っ

室

酪

り

い

究

は

こ

て

研

生、
先

キ
ーつ

れ

A.

、n

カ

っ

カ

・

な

に

た

た

り

後

し

し

た

の

ま

で

つ

学

り

常

あ

見

な

戸

潜

が

、

く

の

こ

し

り

な

るま

れ

,
1
 

底

出

あ

i

海

口

も

で

さ

の

と

屋

ど

示

み

ほ

教

飲

れ

に

海

ろ
ヽ

そ

生

内

しろ
の

み

で

学

戸

ら

染

化

を

瀕

ぃ~
1
1

変
方

て

力

鳳ま
の

め

泳

,、’

k
ど

に

代

勧

7
 

の

な

地

時

・
方

意

臣

近

み

得

大

現

は

最

飲

ら

理

＜

の

自

総

か
こ,
1

.

 

酉

、
の

ま

に

後

と

た

、

1

し

iこ

め

や

,
1
 

の

際

初

事

訊

で

の

知

す
で

も

の
た

会

代

県

ス
ノ

ず

そ

い

親

年

゜
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る

せ

み

式

と

集

館

さ

ち

理

で

近

問

ゃ

な

、

究

ご

戻

ま

飲

す

形

験

編

書

力

立

・

題

最

育

し

し

て

研

う

ヒ

え

が

と

胴

交

我

が

集

図

尽

、

員

間

、

教

つ

ま

こ

り

な

新

経

卿

な

か

き

の

の

文

は

に

に

議

の

り

る

ら論

に

現

共

評

け

な

す

い

が

を

、

り

て

状

ば

や

つ

か

務

の

ね

穏

つ

実

の

年

実

と

た

だ

に

催

て

痛

行

ら

あ

元

え

な

ま

幾

な

代

後

の

る

ま

学

め

主

っ

腰

旅

が

生

び

替

的

凜

ず

う

初

、

館

れ

、

大

務

が

た

の

う

な

先

再

れ

照

ヵ

ら

よ

後

た

料

ら

し

一

ぉ

生

当

病

ら

れ

夫

な

の

戦

ま

資

な

示

ま

も

先

に

持

語

ま

威

生業

に

入

対

ど

を

は

み

そ

、

、

木

と

を

脚

員

野

導

、

と

し

脇

の

．

は

れ

土

員

性

問

委

佐

指

で

人

楽

西

卒

ほ

胆

と

定

す

て

ら

る

委

向

の

会

の

の

の

友

と

は

い

め

す

の

方

育

員

長

輩

Lte
と

繹

げ

む

は

れ

こ

り

卜

ぃ

ぉ

＜

麟

協

の

教

委

総

後

飲

者

そ

し

選

ま

、
周

、
筆

ろ

い

と

一

て

に

情

一

．

画

学

て

ま

国

を

じ

レ

し

会

長

こ

夕

た

企

大

し

き

各

味

存

の

こ

な

さ

！

う

の

し

生

、

存

学

を

剛

私

ン

し

の

立

と

頂

界

趣

と

木

川

他

セ

ま

ス

都

役

て

世

御

い

先

思

し

厳

に

現

士

長

く

て

れ

ウ

し

、

の

た

も

ず

員

な

の

し

n

ヽ

京

事

仕

て

ど

き

と

ら

る

ろ

はて

長

カ

ノ

東

幹

な

だ

す

こ

梁

ら

委

も

じ

と

割

一

奉

、

な

頂

っ

な

の

ま

立

口

長

を

ナ

元

の

に

Jlv
り

て

か

点

対

‘

る

橋

:

I

 
生

所

間

ミ

る

一

会

て

じ

っ

＞
 

学

一

時

セ

ぁ

屋

社

し

い

守

れ

そ

椰

に

て

ら

み

在

、

の

現

て

究
は
れ
」
]
い
ピ
し
←
差
ド
占
〗
紐
ー
ー
・
ー
平
畔
呼
見
ー

さ

、

学

丘

れ

れ
さ

そ

学

即

、

を

召

で

の

中

外

，

口

述

5

畔

欧

長

ム

大

適

真

会

、

に

ら

見

ア

を

お

様

質

勤

前

理

の

か

事

ラ

と

は

写

友

日

え

理

一

り

味

、

疇

、

嗜

表

は

処

体

で

く

な

発

て

学

わ

知

を

究

に

の

実

を

な

的

、

れ

大

携

の

文

研

会

こ

、

長

報

全

考

の

ォ

ぷ

趣

楽

が

想

導

ら

京

に

て

論

る

協

．

長

員

内

情

学

お

―

フ

つ

の

音

武

．

ニ
夏
疇
罰
⑫
麟
旦
頸
町
”
こ
臼
噂
に
□
寧
訳
砂
乃
奇•
C丑
万
〗

L
t
c

る

な

研

惹

生

の

者

．

に

鋼

ま

会

会

し

の

り

し

い

セ

談

す

ま

う

ッ

窓

ま

れ

う

．

に

先

梁

究

た

合

本

れ

員

員

ま

こ

が

と

な

同

懇

ま

れ

よ

ラ

同

い

さ

よ

ん

方

橋

研

し

接

日

さ

委

委

れ

上

事

は

は

題

い

こ

い

ク

室

ざ
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い

い

繁

御

ま

在

い

に

い

て

頂

て

れ

現

思

名

さ

れ

を

年

ま

ら

の

0

下

知麒：
50”

1

虹

士

さ
i

苦

く

る

↑

こ

く
一
謬
彦

し

お

ィ

葉

親

応

彦

畔

に

疇

す

記

5
に

言

虹

剌

好

5

当

ジ

命

と

は

、

い

と

3

本

一

お

，

も

熱

ぉt

二
“
躍
び
は
口
ご

5

1

/

 

の

と

た

し

ま

く

百

こ

て

年

ま

を

日

し

に

ひ

生

ぅ

職

汲

麟

思

し

定

．

か

今

厳

退

方

西

ム

「

ま

ご

す

何

'

,

御

助

見

L

t

m

と

ば

九

Vc
仕

の

知

ょ

そ

お

す

致

訴

そ

と
こ
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法i勘論てすが，油酷疇口を研ぐい寧術｀し，厳しさの中にもなかなか

楽しい授業であったことを思い出します．その時の私の が卒業記念アルバムの中の

1頁の背景を飾り， （検閲34-9--21西脇）の検閲印が捺さ ，懐かしい思い出の記録と

なっております．

私が武蔵工業大学に入りましたのは，土木であればダ をやろうとの思いで，当時，

日本最大の35万キロワット水力発電ダム・佐久間ダム：現場から，電原開発を鴫し

入学したのですから，初志貫徹でありますと，当時の私 しましては，ダムコンサルタ

ント或い虞総合建設業のゼネコンに入りますのが常道でた．今思いますと、私の人生

の進むべき思考方向が， 「ダム」から「橋梁」へと方向 致しました岐路となりまし

たのは，先生との出会l認論でご紅ますが，この疇そのものであったのではな

いか，と思って居ります．私にとって製図は昔取った杵でもあり，難解な製図も自称
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東大橋梁研究室での平井先生と西脇先生
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の側面にロー六？ぶら下がり，厚い鉄板をトーチランプて熱

して貼ることとなります ところがトーチランプでいくら暖めても鉄板と言う物は簡単

には熱くなってくれませ：疇間も量所必死て媛めてようやく一枚貼れると言った

作業を先生ともどもロー にぶら下がりながらしたのは今になってみれば良い思い出

となっています．

住吉橋に自らグライダーをかける西脇測定隊長
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測定した橋の一つに広島市を流れる太田川にかかる住吉橋があります．この橋も今述

べたような方法で動的応力の測定をしたのですが，測定が終わって，役所の人が慰労会

をかなり良い料亭でしてくれました．こいう作業の後ですから会が荒れるのは成り行き

で，なにかの弾みに西脇先生とどんぶりになみなみと酒を注ぎあって飲み比べをする事

に成りました．結果はこちらは急性アルコール中毒に罹り，起きられずその晩はその料

亭に寝かされ，翌日まで魔される羽目となりました．先生は当然その後も芸者さんと仲

居さんと仲良く楽しく飲み続けられたようです．

その後の宮島で西脇先生と私の記念撮影
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橋友会会員の方々から一言

三十八年の長きにわたり本学の教育・研究に尽力なされ，特に橋友会員数五百余名をお

育てなされた偉業に感謝とお礼を申し上げます． 博多「美々卯」で酌み交わされた頃

料思ばれます． 賛助会員高山勲

橋を創る仕事に従事しているにも関わらず，先生とは橋の話をした記憶が残念ながらあ

りません．いつの日か，橋めぐりをしながら酒を酌み交わしたいと思います．

賛助会員金野千代美

私達が4年生で卒論を書いていたのは昭和43年----.44年のことでした．当時，電算室

は本館二階にあり， FACOMが夜を徹して稼動しておりました．私達は『たまき』の

レバニラ炒めで腹ごしらえをし先生のご指導を受けておりました．

賛助会員酒井公二

先生，長年にわたるご指導お疲れさまでした．私が橋梁設計に携わるきっかけの一つに，

先生の試験があったと思います．単純桁橋と連続桁橋の得失等を述べる問題等が印象的

です． 賛助会員松本芳幸

先生の歯に衣を被せない物言いは，脅威であったと同時に人生のバックボーンでもあり

ました．永い間本当にご苦労さまでした．どうぞお元気でお過ごし下さい．

35年卒和泉四郎

昭和三四年，着任した先生は橋梁工学を一期に板桁橋から吊橋まで導き，その情熱を心

に深くきざみ，橋作りを職としない者をも忘れ難い．世の漠々たる流れの中にあって，

一閃を見る．感謝. 3 5年卒谷島恒男

長い間ご苦労様でした．数十年間の教育活動の中，多くの難解な諸問題のあった時期も

ありましたが，先生の「終始一貫した教育方針」を通し続けられた， 「教育哲学」に敬

意を表します． 36年卒藤井裕博

逆ローゼの団洞が変形したことで橋梁オタクとならず基礎構造・，管理運営・営業と企業

の全ての部門に関与できる体質を得ました．社会への適合性を指導された賜です．有り

難うございます． 37年卒高谷喜一郎

プレートガーダーとトラス橋の製図は思い出深い．この勉強で約束事は約束通り実行し

なければならない常識が分った．今後は，鋼構造と共に倫理教育にも御活躍いただきた

ぃ. 37年卒小林健郎

受験戦争・敗・補欠入学で武エヘ・何もしなかった一年間．何で先生に手紙を出したか

記憶にはないが，その返事に書かれた一冊の本「構造力学演習」（梅村魁）に私は救われ

た・ 40年卒安藤紘三
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先生は，卒論の作業が佳境に入ってからは，疑問を次の日に持ち越さない為にと，毎晩

10囀ぎまて我々に付き合って，尾山台の駅まで駆けて帰ったのが，強く心に残ってい

ます・ 40年卒吉野勝美

①板桁・トラスの設計製図ー計算尺・カラスロ ②卒論ータイガーーハングル文字欲酉

一正月 3日ー小竹町④金精峠ーゼミ初見学山行 ⑤結婚式ースーパーインポーズ無

し. 40年卒李和宥

瀬戸内海に夢を求めてきた小舟，あの島は建設の音と共に車の通う橋へ変身，旅人の姿

を追うと海に向かって叫んでる「橋は技術の結集なり！西脇先生ありがとう」と聞こえ

る. 41年卒岩田充ー

ー山を駆け走って，時の牢獄の囚われから逃れ省みると，信頼不要で美辞麗句だけの

日々でした．講義冒頭の「書物に誤述あり，看破して読め」は未だ未だ必要のようで

す． 追伸師の教え，未だ健在といいたい．ラクインキョは，体に悪し．

41年卒野村欽吾

あれほど姿勢のよかった我が師に腰痛はあり得るかと， しばし呆然とし，永六輔の著作

で読んだ「年月だけは，克服できないのが生きとし生けるのも宿命，だから楽しい」と

いう一文を思い出した．素直でない私は，御退職に際して，先生，永い間有り難うござ

いましたでなく，さらなる恩師のご発展をお祈り致しますと言いたい．

41年卒林俊介

私が研究室に入ったのは，二年次の時でした．環境は現在とは全く異なり，ガラス戸の

木造でした． リブアーチの走行実験を際限なく繰り返した記憶があります．東名浜名湖

大橋，摩耶大橋，瀬詰大橋の見学旅行も楽しい思い出です．長年の勤務ご苦労さまでし

た．そしてありがとう． 42年卒堀内岩夫

え！青年将校のようだった西脇先生に退職の日が来たなんて！！更めて30年前，武蔵

工大最後の木造校舎で，先生，先輩，後輩諸兄と過した研究室での2年半を思い起こし

ています. 42年卒前田一朗

先生の退職の話を聞き，研究室での生活を思い出し，月日の経つのは早いものだと痛切

に感じてしまいました．これからもわれわれのご指導よろしくお願いいたします．

44年卒奥山立政

先生には，就職する時から転職に至るまでお世話になりっぱなしでした．今回，大学を

退職されるに際し，寂しく思う気持ちと，これまでのご厚情に対し，感謝の念で一杯で

す. 44年卒郷戸健示
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おめでとうございます．思い起こせば3倍F前，先生にお逢いし厳しくも暖かいご指導を

頂きましたことは，私の人生にとり大切な宝となっております．今後もお身体を大切に

益々ご活躍されますことを，心よりお祈り申し上げます. 45年卒奥哲夫

学部の1年から4年までの4年間色々とお世話になりました．橋梁研の恒例の江田島合

宿を経験できなかったことが残念です．これからもお元気で，研究に励んでください．

46年卒豊田哲也

先生は，当時学内でも一番厳しいという評判でしたが，橋をやりたいの一心で入室させ

て頂きました．学業には厳しい所もありましたが，卒業後も公私共に大変お世話になり，

深く感謝しております．今後もお元気で過されますようお祈りしております．

46年卒木本栄一

早いもので卒業してもう24年になります．私は橋梁メーカーに勤めていますが，先生に

教わった事は今も仕事に役立っています．有難うございました．今後も御指導よろし

< ! 48年卒渡辺誠一

私は，先生のように誠実に生き，自分を持っている技術の向上を目指し，一歩一歩確実

に人生を歩んでいきたいと思います. 50年卒武内和夫

橋は土木界の花形，酒は百薬の長，ともに先生のように楽しみとし，生涯の友としたい

と思います. 7年間の学生生活とその後の社会生活において，親父のように面倒を見て

いただき，感謝いたしております. 50年卒由井洋三

20数年前の入学時から，一向にお年を召さないお元気さ口愈銘しております．先生の

若々しさを21世紀橋梁への御提言，御助言として受け継げたら最高です．

50年卒谷岸淳一

卒，偶然にも東京・広島・ （神戸） ・名古屋と先生ゆかりのある地に住み，なかで

も広島で拝見した先生の監修による旭橋のアーチとリベットの織り成す遠景と近景は

格別でした. 50年卒仲佐俊之

卒業後早2倍F皆さんとやや違う世界におりますが，橋梁研での2年間特にお尻の皮の剥

けた江田島合宿でのカッター訓練は青春の良き思い出です。西脇先生これからもお元気

で. 51年卒岡淳二

学生時代， 「夢の架け橋」と呼ばれた瀬戸大橋が姿を現し数年，まもなく二つ目，三つ

目の「夢」が現実として姿を見せようとしています． 「青い国，四国」へおいでくださ

ぃ. 5 1年卒源代俊夫

橋梁研を思い出すと，いつもあいている 1階のマド，徹夜のデータ整理，電算機との格

闘，そして先生の教え！長い間ご苦労様でした. 1卒業生としてj即巌工大西脇研卒業を

誇りに思います． 5, 1年卒桜井孝夫
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先生の背筋を伸ばしたその姿と，合宿研修で女子大生グループを前にしり込みする私た

ちを， 「君たちが（誘いに）行かないなら僕が行く．」といわれ叱責された事が忘れられ

ません．これからも前向きにご活躍されることをお祈りします．

51年卒鈴木良春

西脇先生，長い間ご苦労様でした．私は、先生に対して若千反感も抱いておりますが（ブ

ランドに弱いところ？），先生の教育に対する理念，情熱厳しさが好きでした．これ

からも健康に留意され，ますますご活躍されることを期待しています．

5 1年卒橘大介

退職おめでとうごさ＂ヽます．第三の人生のスタートに際し，幸多かれと祈ります．皆様

方にも今後とも御助力を賜りますことを仲人に成り代わりましてお願いたします．

5 1年卒廣中宏治

時間は万人に平等に与えられている． 「修論を見て頂きたいので30分程度時間が取れ

ませんか」 「君， 30分は大変な時間だよ！」あれ以来，時間の達人にならねばと思い

つづけている. 5 1年卒望月利成

「脚下照顧」，卒業時に先生にいただいたこの言葉を大切にしたいと思います．これか

らも，ご指導よろしくお願いいたします． 52年卒岡村和之

一番の思い出は卒論の‘歩道橋の振動感覚の数量化＇振動測定です．暑い日，寒い日，

雨の日，槍の日（？）の測定，測定機器を壊したり……．現在は道路ルート選定をや

っています． 52年卒谷田孝二
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師の退職の報．遠いものとなっていた学舎の日々を思い出す．これまで先生は，どれほ

直を世に送り出してきたのだろうか．不肖の弟子たりとも言えぬ我が身なれど，先

生の今後び観疇を. 52年卒直井恒雄

卒業間近に，自分を安売りするな，との言葉を頂きました．迷い続けていた私は，少し

自信が持て，上手に自分を主張する努力ができたと思います.2()1: 薩蚤った今，言葉の支

えに驚き，そして感謝しています. 52年卒水上守治

私の在学中，先生は学生部長の劇務を熟しておられましたが，年2回の江田島卵参では

有意義な時間む母せました．その時の「何事も精一杯やる！」精神は今も役立っていま

す. 5 3年卒菊地孝明

独創性と熱意と結果を重んじられた．洞察力を試された．かつて，そこに飛び込めなか

ったことを悔やむ．そのことを常に意識している．先生に勇退という言葉はないと思う．

54年卒菅澤浩之

教育者として，研究者として長い間こ苦労兼でした．教壇を去られても，大いに厳しく，

ちょっと優しく，そして酒の好きな師として，いつまでもわれわれに御指導・御教圏願

います. 54年卒田垣尚

先生が定年で退職されるとお聞きし，残念でなりません．先生◎蛮呈を目標として，我々

も頑張ります．先生の多大なご功績を称えるとともに，御活躍されることを祈念します．

54年卒橋爪哲也

現在，江田島に少し近い熊本の八代市に住んでおります．先生＝江田島の教訓は，今も

頭の中で活動し成長を続けております．機会があれば火の国熊本へも是非一度！

54年卒松井秀一

亡き父は教育者・研究者として歩み始めた私に，がんばれよと言って涙した．先生はそ

の父に「まかせて下さい」とおっしやった．私にとって二人目の父がそこにいると思っ

た. 54年卒皆川勝

「技術者は一生勉強だよ．」と仰ったことが今でも心に残っています．生意気ですが，

それが今でも私にとって心の支えになっています．これからも勉強を続けていく所存で

す. 5 5年卒小林正紀

西脇先生の長い武蔵工大での歴史の一コマに御一緒できたことに感謝し，雄大で美しい

橋の設計にこれからも努力して行く所存です．先生の今後のご健勝をお祈りいたします．

ti 5年卒雑賀浩規

西脇先生，長い間本当に御苦労様でした．江田島での授業，カッター訓練，サイクリン

グなど，とても楽しい思い出です．これからの第2の人生も健康に留意し頑張ってくだ

さい． 55年卒村上博昭
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鋼髯造学の試験の答案が， 「こんな溶接はできない」とコメントを付されて返却された．

仕事で同じような状況に出くわすたびに先生の赤ペンで書かれた文字を思い出します．

57年卒丸山勝

「この金は，一体誰が払うんだ？」在学中に情報処理センターのエラープログラムの使

用料金について西脇先生に怒られた言葉を今ではリヒ°ートしている自分を発見してい

ます. 57年卒宮本伸市

西脇先生，大変こ君：労様でした．＇破面解柿’を通して教えていただいた仕事に対する取

組みを忘れずに頑張っています．少々怖かったですが，ありがとうございました．

57年卒高木勇一

長い間ご苦労様でした．今後は悠々自適の生活をされると伺っていますが，少しは橋友

会とそのメンバーにも時間を割いて下さい．そして，くれぐれもお体を大切にして下さ

ぃ. 60年卒街道浩

4年生になって間もなくの6月のある夜，実験中，西脇先生がぶらりとみえられて，「君

たち，はりの理論というものが全くわかっていないな．」と一言．研究生活の始まりの

瞬間でした. 6 1年卒黒田充紀

西脇先生との出会いは，新入生歓迎バス旅行で先生の横に強引に座ったことでした．優

しい目をして，包み込む暖かさを感じ，次の日に鋼構造研究室の門をたたきました．

6 1年卒横山一浩

西脇先生といえば， 4年の「構造物設計製図」で，期限に間に合わず研究室のみんなに

手伝ってもらって製図を完成させたこと．今でも「カレーを作って単位を取った」とみ

んなに言われます．長い間以卸教職と御研究活動に対し，改めまして敬意を表します．

6 1年卒佐藤祐一

長い間，大変ご苦労さまでした．今，士木の事業は，大変厳しい時代を迎えています．

今後は，今までよりさらに高い視点からのご指導をよろしくお願いいたします．

6 1年卒鈴木亘

西脇先生，御退職おめでとうございます．先生に指導して頂いたことを忘れずに橋梁技

術者としてがんばっていきたいと思います． 平成4年卒永田考

御無沙汰しております．早いもので学校を卒業し，東京を離れ早5年の月日がたちまし

た．なかなか御挨拶に伺えなく大変申し訳御座いません．さて先日，同窓の高橋君より

西脇先生が御退職されると聞きしました．在学中，先生に頂いたアドバイスは，今も心

に残っております．書面にて恐縮ですが，長い間，御苦労様でした．今後も体に気を付

けてお元気でお過し下さい． 平成5年卒伊藤俊
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先生のご退職を迎えるにあたり痛恨の思いがしてなりません．学生の時には本当にお世

話になりました．どうぞご自愛専ーになされ，更なる繁栄を遂げられますようお祈り申

し上げます． 平成5年卒高橋実

西脇先生，御退職，おめでとうございます．西脇先生には，橋梁に関することばかりで

なく，他のたくさんのことも教えられました．これからも御元気で居られることを・・・

平成6年卒井出親

研究室を離れ早一年，まだ私は会社に食べさせてもらっている立場ですが，西脇先生が

送り出した諸先輩方に少しでも追いつけるよう努力してまいります．有難うございまし

た． 平成6年卒岩下宏

卒業して一年経ちますが，仕事をしていると「待てよ，これでいいのか？」というよう

な先生の声がまだ聞こえてきます．大切な時を過ごしていたのだと思います．

平成6年卒菊池孝雄

いつまでも，いつまでも，いつまでも，厳しくいてください．

平成6年卒尊鉢丈裕

西脇先生，長い間御苦労様でした．僕達が社会に出て早3年目， 「石の上にも 3年」と

いう諺があるように，がむしゃらにやっていた 1年目と比べて，だいぶ広い目で仕事を

見つめる事が出来るようになりました．これも西脇先生の熱心な御指導があったからこ

そとつくづく実感しております．これからもいつまでもご健康で明るくお過ごし下さい

ますよう，お祈りいたします． 平成7年卒小林剛

西脇教授，長い間御苦労様でした．西脇教授の姿が，大学の講義などから見れなくなる

と思うと寂しくも思います．総会で先生の元気なお姿を拝見するのを楽しみにしていま

す． 平成8年卒江藤哲也

西脇先生， 4年生，修士1年の中間発表会の時に，研究に対する厳しさを， 日本語の大

切さを，ご指導頂きまして有難う御座います．日本語の美しさを改めて実感しました．

平成8年卒河上守

いつも蹟くたびに，西脇先生に救いの手を差しのべて頂いております．先生の偉大さに

少しでも追いつきたいです． 平成8年卒渡邊秀貴

学部・院と西脇先生には大変お世話になりました．特に研究室に入ってからは

研究に限らず様々な面で熱意あるご指導を頂き，貴重な財産になりました．有

難うございました． 平成8年卒渡貴司

4年生としてたった 1年間しか先生の御指導を仰ぐことができなかったのは残念です

が，また我々を指導して頂ければと思います．有難う御座いました．

平成9年卒安達好彦
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段階ではその CD-ROMの詳細；説明することはできないので，全体的な画面設計

につてのみ，簡単に示したいと、、います．

● 画面設計

仕分け項目と並び順は以下とし直す。

(1)国別

(2嬌梁形式別

(3)橋梁名称別

(1)国別

（吊り橋↓斜張橋，アーチ橋， . .,, etc) 

（アルフャベット順）

画面の流れを一例で示す1と以下となります。

世界全図：模式的に表示された世界全図に対象となる国が色別に

表示され、一つを選択後に画面へ。

国別地図：叩＇」地図上に鱗梁位置が表示され、一つを選択後次画面へ。

橋梁写真：数枚組の写真も表示。

拡大写真：数枚組の写真の内、 1枚を拡大表示。

(2)橋梁形式別

形這式図：升目に切ら孔たプッロクに橋梁形式を模式的に表示し、

一つを選択後次画面へ。

↓ 

世界全図：世界全図上に摺定された形式のみの橋梁位置が表示され、
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一つを選択後次画面へ。

↓ 

橋梁写真：数枚組の写真を表示。

↓ ↑ 

拡大写真：数枚組の内、 1枚を拡大表示。

(3)橋梁名称別

名称一覧：一覧表形式で、橋梁名称、国、橋梁形式、年代を 1行に

表示し、一つを選択後次画面へ。

↓ 

橋梁写真：数枚組の写真を表示。

↓ ↑ 

サンプル画像 (7月 7/日現在）

・ディスプレイの解像度 8 o o * 6 o o /dpi 
焼き付け枚数 1000枚

基本的に， MS-Wll'IDOWS対応とします．

Macinrosh版も希望がありましたら、枚数限定で製作が可能です．

完成は11月頃の予定．
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◆会合報告◆

平成 7年武蔵橋友会総会・懇親会

総::~~;;~~,ま~1:テ場~~了ま：チュリーハイアットにて武：ょ

ぶりに再会された方もおられた
63名の会員が集まり，卒業以来久

こ〗？四辺の間の一時を級友と談笑される様子
• -- ツ-·~, 7 に Vノ止

茂先生にもご参加いt~ ~ 
ゴこきましこ．倉西茂先生には

友会主催の講演会で講演もして、 ，総会の前に行われた武蔵橋

た．学生会員にとりまし
ただき，大変貴重なお話を聞くことができまし

歓談でき， とても有意義：：日i=~: り話す機会の少ない先生方や先輩方とも

また，当日は多くの方々から
ことができました．
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鋼構造研究室就任に向けてのあいさつ
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に所属していました．結局試合には出たことがなく、こちらもたいしたことはあ

りません．現在、平日は研究室にいて、日曜日は午前中はずっと寝ていて昼頃洗

濯する、という生活をおくっています． 日曜日の午後は本屋街を歩くか、電気街

を歩くのがただ一つの楽しみとなっております．また、テレビでマラソン、相撲

を見るのが好きです．以上が私の趣味といったところです．

さきほども少しふれましたが、学生生活の最後ともなる研究室生活をいかに

有意義に過ごすか、ということは非常に重要だと思います．私もこの新しい環境

で学生といっしょによい研究室生活を送れるよう力を尽くしたいと考えておりま

す．試行錯誤もあり、橋友会の先輩方からはいろいろご指摘いただくとは思いま

すが、よろしくお願い申しあげます．
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名前はHUGOB LEIVA CORTESさんです．私たちiウーゴさんと呼んでいます．ゥ

ーゴさんは国費留学生であり，その規定によりf本語の習得のため武蔵工大に来

る前は大阪外語大学に半年間在学していました．母国語はスペイン語ですが，私

たちと会話するときは英語と日本語を半々に使ヽます．研究テーマは斜張橋の自

動設計に関する研究です．

（渡邊秀貴，修士2年）

以下， Hugoさんからの自己紹介文です．

T坤 picturewas t01>k the summer'94. After a har1 work at Concepcion Town for the project 

about new Biobio bridge 

I want to begging this issued with my proppr identification. Always with the 



"Universidad de Chile". I am graduaゎdas Civil eugineer at 1991. A伽r,I 

worked in出eprivaね companybefore ingress to Ministry of public works 

(MOP), Department of Bridges. The last work was decisive to continue 

studying at Japan the theme of long span bridges design. 

This picturn was took during the 

final ceremony of graduation the 

last February. 

Actually, I am studying in Musashi under the category of "daigaku-in" 

in the program of master course, second year. My professor Mr. MASUDA 

Nobutoshi from the Steel structure laboratory has been important support to 

carry out this investigation. 

Considering the actual development of Latin-American countries, 

specially Chile, my country, I think so that to know advanced rechnology and 

ゎchnicalsupport is the adequat,e and required cultivat,e to growing up. Such 

important factors can be supplied through of this kind of study programs. 

Japan has been at the past and the present tune an important 

collaborator to promote with economical support and記chniqueto poor 

countries can to leave behind low standards of lives. 
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図ー1
「武蔵橋友会」

•西脇先生御定年記念事業に

・総会・講演会のご案内

•OB のページ

「学生の紹介」

・学生のページ（各個人で作成）

3. 武 今のホーームページについて
ここでは，武蔵橋友会のホームページについて簡単に説明します．図ー 2に武

蔵橋友会のトップ画面を示します：この画面は，武蔵橋友会の顔となる画面であ

り，この画面の下にある「西脇先 御定年退職記念事業について」，「総会・講演

会」，「OBのページ」，「会則J' 「 員名簿」を押すことによって，それぞれの画

面に入ることができます．それぞ：の内容を簡単に説明します．

「西脇先生御定年退職記念事業iついて」

•西脇先生の御定年退職記念パ ティーのご案内

•西脇先生が撮られた写真集

•西脇先生の自己紹介

「総会・講演会」

・総会・講演会のご案内

「OBのページ」

•OB のページ

「会則」

・武蔵橋友会の会則

「会員名簿」

・会員の卒業年度・氏名・メールアドレス
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図ー2

4. おわりに

インターネットに代表される双方向性のあるメディアは，一方的に情報を流す

だけでは，情報の価値が半減してしまいます．情報は双方で共有し，意見を出し

あってさらに付加価値のある情報にすることで，有効に利用していると言えます．

この文章を読むだけでは，鋼構造研究室のホームページのイメージしかつかめい

と思いますので，インターネットをする事ができる環境の人は，是非，ご覧いた

だき，ご意見，ご感想をいただけると有り難いです．そして，会員の皆様からの

ご意見，ご感想をもとに今後の鋼構造研究室の一層の充実を図りたいと考えてい

ます．鋼構造研究室のホームページにアクセスするには，「武蔵工業大学のホー

ムページ」，「土木工学科」，「研究室」，「鋼構造研究室」とアクセスをしていって

ください．（鋼構造研究室のWWWサーバは原稿執筆時点では未定であるため）

武蔵工業大学 URL http://www.musashi-tech.ac.jp 

最後に，このインターネットの活用の企画は，武蔵橋友会誌 No.7(平成 7年 1

0月出版）の42,..._,4 9ページの企画の続編であることを記します．とても，ぃ

いこと尽くめのインターネットの活用ですが，原稿執筆時点ではまだ，鋼構造研

究室のホームページは，立ち上がっていません．この原稿が皆様の目にはいる頃

には，鋼構造研究室のホームページが立ち上がっているはずです．
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●修士論文一覧

平成6年度

・単純桁橋と連続桁橋における地震時の挙動に対する免震的一考察

大槻 保

• I型飯桁橋の静的応答特性および解析精度に及ぼす力学的・数値解析的モデル

化諸因子の影響 駒場勝美

・局部荷重を受ける腹板の弾性座屈に関する研究

高橋 実

•高カボルト引張接合一短締め形式一の挙動に及ぼす軸力の影響

前野慎介

平成7年度

・順応型有限要素法における誤差評価と要素再分割に関する基礎的検討

岩下宏

・プレートガーターパネルのフランジおよび補剛材の構造特性ならびに境界条件

が腹板の弾性座屈係数に及ぼす影響について 岡村 悟

・薄板要素の初期応カマトリックスが座標表示に基づく幾何学的非線形解析の精

度に及ぼす影響 菊池孝雄

・両端部で境界条件が異なる薄肉円筒シェルの理論座屈解析に関する研究

尊鉢丈祐

平成8年度

• 高カボルト引張接合一短締め形式ーにおける 2次元解析に導入した仮定の妥当

性に関する一検討 小林剛

・節点に回転自由度を有する四面体要素の定式化

◆卒業論文一覧

平成6年度

・回転自由度を有する四面体要素に関する検討

配島洋伸

佐野淳一

• 3次式による外挿とコード法を用いた薄肉立体構造の幾何学的非線形解析プロ

グラムに関する検討 小泉武宏須藤圭司

・高カボルト引張接合・短締め形式における継手の挙動と導入軸力の関係に関す

る実験的検討 竹下展広菅野亮一

•免震装置を付加した橋脚の動的応答解析について

小林剛 広岡洋章
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・補剛板に対して全長に配置されて
いない補剛木1の補剛効果に関する数値的検討

三浦康治 有馬敬幸

• 2枚の薄板で構成される構疇析モデルの入：デー：し乍成：；こおけ::で
の一検討

・側圧を受ける上端自由下端単純支持された薄 円筒シェ
ルの座屈固有値解析

斉藤隆信

・記憶容量低減のための節点番号付け法プロ
グラムの作成

・変位誤差による薄板要素の特性

・順応型有限要素法に関する検討

平成7年度

三枝弘平

距島洋伸

野均 三瓶一俊

・順応型有限要素法の要素分割に関する基礎的険討
江藤哲也

・座標表示に基づく薄肉止
湛構造の幾何学的ま線形解析のための初期応カマトリ

呉本秋治 渡貴司

・面内回転自由度を有する三角形薄肉要素の」発とそ;:性修一 山田 洋志

ックスの作成と有効性の検討

・記憶容量低減のための節点番号付け法プログラムの修正
渡口雅人

• 高カボルト引張接合短締め形式における継予
面の変位に関する解析的検討

安里昌雄 市原徹也

•高カボルト引張接合・短締め形式におけるi期導入軸力に関する実験的検討
田中 隆 橋本幸雄 山川雅敏

・振動実験装置の製作と計測機器の構築
貞池泰寿

•免震装置による橋脚の動的応答解析
平井陽一郎

・クラッド鋼の有限要素法解析の現状と構垣財析汎用コー
ドによる層状板解析の

日吉忠臣巴:::境界条件が異なる側圧を受ける：肉円筒シェルの座屈解析
保坂剛男 河上守

・プレートガーダーパネルの座屈モー
ドとモデル化に関する検討

井村貴典 渡邊秀貴

平成8年度

・鋼材の応力～ひずみ関係に関する基礎的検討
刈山蔵 杉山雅英
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・ステンレスクラッド鋼の力学特性についての基礎的検討 川田延也

．稜線上で周面の変位の一致を考慮した回転自由度を有する四面体要素の開発

木下喜敦

・記憶容量低減のための節点番号付け法プログラムの再修正 杉山忠弥

・プレートガーターパネルにおける補剛材のねじり剛性が腹板の弾性座屈荷重に

及ぽす影響 増田裕之

・送り出し架設時におけるプレートガーダーパネルの弾性座屈に関する研究

吉成大輔

・門型ラーメン橋脚を有する鋼製高架橋の地震時応答特性に及ぼす免震支承取り

付け位置の影響 安達好彦

・学生実験としての強制振動実験装置を用いた振動計測

廣澤薫 榊 原 麻 美 也

・支承剛性が橋脚の応答に及ぼす影響 小野貴弘 大庭祐樹

•高カボルト引張接合・短締め形式の継手の挙動と導入軸力に関する実験的検討

岡坂英一郎 鈴木希世史 森田淳

•高カボルト引張接合・短締め形式の継手挙動に関する一考察

井上淳市 墨正則

● 渡貴司君が土木学会学術年次講演会で優秀講演者賞受賞

平成8年度土木学会学術年次講演会で渡貴司君が優秀講演者賞を受賞しまし

た．平成7年度より，論文・講演内容の向上や全国大会の活性化などを目的とし

て，土木学会全国大会で優れた講演を行った若手研究者，技術者を表彰する「土

木学会全国大会優秀講演表彰」の制度が設けられました．当研究室在学中の受賞

者として，渡貴司君が第 1号となりました．この賞は学生でも十分にねらえる賞

でありますので，今後研究室内の学部生ならびに院生が続々と受賞できるように

がんばります．以下に受賞論文の概要を示します． （渡邊秀貴，修士 2年）

概要 ： 有限要素法による薄肉立体構造の幾何学的非線形解析の精度効率の向

上を目的として検討を行った．個々の要素には線形要素を用い，要素と共に移動

する座標系と全体座標系との間の座標変換を忠実に表現することによって剛体

的な変位・回転を取り除 き，構造全体での幾何学的非線形性を考慮する解法に

対して，本研究では個々の要素 においても初期応力行列を導入し，幾何学的非

線形性を考慮した．圧縮板の大変位解 析の問題を取り上げ，初期応力行列導入

前後の誤差を計算して，精度と計算f間に及 ぼす影響を検討し，初期応力行列

導入により相対的に少ない要素分割 計算時間で同 程度の精度の解を得ること

ができることを明らかにした．
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ことができたと思います．

最後に，このような貴重な経験をさせて頂き
ました皆様に研究室ー同，深く御

礼申し上げます． 昨年は以下の現場を見学させ

1 9 9 6年

多々羅・来島大橋架

瀬戸大橋

明石海峡大橋架橋良場

震災復興現場（神戸）

なお，夏の現場見学会の他にも，各方面の
々のご協力により多数の現場見学

会が催されました．ご協力を頂きました方々：この場をお借りして御礼申し上げ

ます．
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● 富士山登頂達成！

安達好彦

1996年7月26日，増田先生と我々鋼構造研究室の学生20名は，かねてからの（増

田先生の？）念願であった，富士山登頂を達成したのでした．

小林剛さん（当時修士2年）が陣頭指揮を取り，何回も富士登山の経験がおあり

の西脇先生から色々な御助言を頂き，さらに登山に適した日はいつなのかを気象庁

に行ってまで調べる熱の入れよう．そして当日，出発の日を迎えた．ものの見事に

快晴だった．そして朝9時にチャーターしたマイクロバスで環八から東名高速を経

て一路富士山新伍合目（富士宮口）へ．行く前までは「行きたくねー！」と言って

いた学生ー同は，腹を括っていたのか開き直ったのは定かではないが， 「登山はや

っぱりつなぎだろ！」と数名が研究室からつなぎを来てバスに乗り込んだ．そのこ

ろには，もうやる気万々だった．

そして運命（？）の登山が始まった．その直前にトラブル発生．実は私は，研究

室から 8mmビデオカメラを持ってきて，リュックに積んでいました．ねらいは，「登

山する前と登山後のみんなの表情をとりたい！」というところにありました． しか

し・・・前日しっかりと充電したはずのバッテリーが，全く使用していないのにな

くなっているのです！どうしようもなく私は，無駄な荷物を運んで登山するはめに

なってしまいました（邪魔だったな～）．

ようやく登山開始．登山に出発する前に記念撮影．まだみんな元気である．そし

て当時室長だった私が先頭を切って登山に入る．途中休みながらも比較的順調に登

っていった．何人かの脱落者が出るのではないかと心配していたが，とりあえず順

調だ・・・と思ったのも束の間，ふっと振り返ってみると，当時修士 1年のM.K.

さんが見えない・・・？仕方なくそこで待っこと約 10分，ようやく見えてきた．か

なりつらそうだ．ー同思う． 「あの人バトミントン部だったよね？」 「サイクリン

グもやっているはずだよ」そうこうしているうちにみんなと合流．全員が「さぁ，

行くか！」と気合いを入れ直したところだが， M.K.さんは休みなし．そんなことが

続き，その日の宿泊場所である八号目の山小屋に全員が無事到着した．およそ6時

間，登り続けた．

そして，夕食．山小屋の夕食は早いし，少ない．プラスチックの器にカレーライ

ス，それだけである．これでは物足りないと全員が思っていたころに増田先生が一

言． 「ビールでも飲もうか．」素晴らしい！ー同感激して，ビールを味わって飲ん

だ．しかし缶ビール一本だけであったが，地上に比べて（？）酔いが回るのが早い

ことには，食事が終わるまで誰一人として気付かなかった．

そして山小屋の中での就寝．いつもは家のベッドで大の字になったり寝返りを打
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ったりして寝ている私であったが，寝るスペースの狭さに驚かされた．ほとんど隣

の人と抱き合って寝るような感覚といった方がおわかりいただけるでしょう．次の

日はご来光を拝みに行くので，午前2時くらいに出発の予定なので，午後8時くら

いには就寝に入ってしまう． 「小学生でもこんな時間には寝ないぞ」と思いつつ，

寝ようとする．しかし，足元にいるおやじのいびきがすごいことすごいこと．おか

げで私は全くとっていいほど眠れずに，朝を迎えた．

出発前の午前1時半，私は外に出てみた．周りは真っ暗闇だったがふと上を見上

げてみると，そこには天然のプラネタリウムが広がっていた．そこらにあるものと

はわけがちがった． 「す，すごい！すごすぎる！！！」私は思わずそこに立ち尽く

してしまったのであった．

そうしている間に，出発のときを迎えた．前日と同じように休みながら登ってい

った．あのM.K.さんもちゃんとついてきている（というか， MKさんを先頭にした

のでした）．その休みの間に，天文研究会に所属していたK.H君（当時学部4年）

が，星についての講義をして，終始和んだ雰囲気で進んでいった．そしてもうすぐ

で頂上だ，と思った瞬間，一番乗りをしたかった私は，そこから最後の力を振り絞

って猛ダッシュ！・・・ところが後から来た人に抜かれてしまい，結局6着（情け

ない・・・）．そして影富士が見えるところまで登ったところで，眩しくなってき

た．御来光だ！ー同，感激して記念撮影．その後，測候所まで行った人が多かった

が，私はその日ー睡もしていなかったので，その場で仮眠（西脇先生には，もった

いないことをたなぁと言われた）．

そして下山．下山のメインは砂走り．ー同，最初は一気に駆け下りる．その後だ

んだん疲れてきて，ペースダウン．はるか遠くにみえるゴール地点，御殿場口の駐

車場を常に見ながらの下山．途中幾度となく振り返り， 「よくここまでやったな一」

と感心しながら下りていく．そして 9時過ぎ，全身砂塗れになりながら全員が無事

下山．登るのに6時間以上もかかったのに，下りは3時間弱．登りは辛そうだった

M.K. さん，帰りはヒ゜ンピン．何なんだ？という思いを抱きつつ，待ってくれている

バスのもとへ．その後増田先生は，会議があるということなので，そのまま御殿場

駅から「あさぎり」で一足先に東京に帰られた（先生すごい，と皆が思った）．

その後は私たち学生だけとなってしまったが，箱根のとある超（？）高級ホテル

へ．そこで露天風呂に入って，食事をした．その露天風呂が富士山の見える場所で，

「よく登ったよな一，あんなところまで」と思いながら，全員が露天風呂ではしゃ

いだ．でも，増田先生と最後まで御一緒できなかったのが，残念であった．

そして食事をした後帰宅．いろいろありましたが，とても研究室の学生の結束が

固まったという感じがしました．例年ですと，江田島の合宿で結束が固まるそうで

すが，この年はその前に固まってしまったような気がしました．私自身，とてもい
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い経験になりました．はじめは， 「2度と登るもんか！」なんて思っていましたが，

終わってみると「もう 1回くらい登ってもいいかな？」という気になってしまいま

した（まずい，こう書くと来年行こう！っていうことにならないかなぁ？）．

最後に，遅れ馳せながら，修論でお忙しい中何もかも手配してくれた小林さんに，

書面上を借りてお礼申し上げます．ありがとうございました．
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●お知らせ◆

会費の納入とご寄付をお願いいたします！

平成元年の武蔵橋友会誌にて武蔵橋友会会則が承認され，平成元年七月一日

より施行されております．この規約に基づき，会費を納入して頂きたくお願い

申し上げます．会費の主な使用目的は，会誌の発行費，講演会の講演料，通信

費です．なお，会誌をさらに充実させるためや，講演会の講演者を広く全国よ

りお招きし会の活動をさらに活発にするためにも，ご寄付をして頂けると幸い

です．

会費： 2000円 (2年分）

寄付：随時受付

（口座番号： 00180-0-713554 にお願いいたします．）

会誌を発行しています！

武蔵橋友会会則の方針に基づき，会誌を 2年に一度のペースで発刊しており

ます．会誌に対するご希望• 新企画・ニュース等がございましたら編集担当者

までお知らせください．会誌を発行するにあたって会員だより等の原稿も募集

しております．原稿と併せて写真やイラストをお送りいただければさらに楽し

い会誌ができることと思います．原稿は会誌発行の年に限らず随時受け付けて

おります．また，編集担当者から執筆をお願いすることがあるかと存じますが

その折りには何卒宜しくお願い申し上げます．

講演会を開催しております！

武蔵橋友会の事業の一つとして，年間二回の講演会を開催しています．講演

者の推薦とそのお世話をしていただける場合には，講演会開催係までご連絡＜

ださい．なお，講演題目，講演者氏名， 日時，場所，参加費用等につきまして

は，その都度，お知らせいたします．お誘い合わせの上ふるってご参加下され

ば幸いです．

前項の件に関するお問い合わせは，下記の所にお願いします．

〒15 8 世田谷区玉堤 1-28-1

武蔵工業大学土木工学科鋼構造研究室内

武蔵橋友会事務局

TEL 03-3787-3985 内線3264

FAX 03-5707-2224 
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◆バックナンバーのお知らせ◆
武這編哀会会鯰

武蔵工業大学土木工学科
橋梁研究室／鋼構造研究室

3 0周年記念号

平成元""7月

武慮細友全

創刊号 1 9 8 9年 7月

・30周年を迎えて（西脇威夫）

・武蔵工大の 10年（増田陳紀）

・北欧の旅（西脇威夫）

・歴代卒業論文一覧 ほか

鸞●工鵞大攣...., 呼鯖.... , ...... 員●●● ""・' 

武）釈稿友会誌

乎傘$... 6,, 
嘗........, 今

武蔵オ翁人公誌

幻飯樗衣今

第 2号 19 9 1年 6月

・ヨーロッパの橋を見る（西脇威夫）

・中国の旅（増田陳紀）

・会員だより

・歴代修士論文題目・要旨一覧ほか

武慶エ"大学土本工学科鵠彙研●宜・釧槍邊研完宣

阿愈会誌 NO. 4 

武｝索す為友公誌

平成7年 10月
武蔵橋友会

第3号 19 9 3年 10月第4号 19 9 5年 10月

・エレザベートとユーロコード（西脇威夫） • 西脇威夫先生 ヨーロッパ

・会員だより 国際会議旅行記

（神谷義介／武部陽／皆川勝／黒田充紀） ・阪神大震災被災後 2週間目の

・鋼構造研究室博士・修士論文・要旨一覧 現場を歩いて （増田陳紀）

卒業論文一覧ほか ・会員だより ほか

残部は残りわずかです．ご希望の方は送料 500円を添えてお申し込みください。
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武蔵橋友会会則の変更案

西脇先生がご退職されたのを期に，名誉会長職の設置，代表幹事制度の採用を骨子

とする会則の変更案，並びに，西脇先生の名誉会長へのご就任と，増田先生の新会長

就任をはじめとする役員の改選案が，本年度の総会に提案されます．この案が承認さ

れますと，各卒業年次ごと 1名ずつ委嘱される幹事の補佐のもと，数名の代表幹事が

会務を実行することになります．卒業生の方々の会への積極的なご協力を期待してお

ります．具体的な内容は以下の通りです．

武蔵橋友会会則（案）

第1章総則

（名称）

第1条本会は、武蔵橋友会と称する。

（目的）

第2条本会は、会員相互の親睦を図るとともに、会員の構造・橋梁技術者とし

ての知識・技術の向上と母校の発展に寄与することを目的とする。

（会員）

第3条本会は、正会員、学生会員、賛助会員をもって構成する。

（事業）

イ）正会員は、武蔵工業大学工学部土木工学科鋼構造研究室（以下鋼構造

研究室と称する）の現・旧教員および同研究室卒業生とする。

ロ）学生会員は、鋼構造研究室に所属する工学部学生とする。

ハ）賛助会員は、この会の目的に賛同し、正会員によって推薦され役員会

で承認された者とする。

第4条本会は第2条の目的を達成するために必要な会合を開き、または事業を行う。

（支部）

第5条本会は、役員会の議決を経て、必要に応じて支部を置くことができる。

第2章組織

（役員）

第6条本会に下記の役員を置く。

名誉会長ー名会長ー名副会長ー名顧問若干名

幹事長ー名 代表幹事若干名（幹事兼務） 幹事（各卒業年次原則ー名）

役員会は、幹事を除く役員で構成する。

幹事会は、幹事長、代表幹事および幹事で構成する。
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